
「読書対話」：『君の膵臓をたべたい』（住野よる 著） をもとに対話しました。

あつく、静かで、深い

「対話」でした。 
 

後半は、一転、にぎやか

でありましたが。 
 

▶ご馳走が美味しく、写真を

撮るのを忘れておりました。 

▶この本、まだお読みでない

方、ご一読をお勧めします。 


